
乳幼児医学･心理学研究19 (2) : 97-105 (2010)

子どもの睡眠

人間に関する価値観変革へのてがかり

神　山 潤*

Abstract : Most adults in Japan neglect sleep･ Similarly, youngsters in Japan are forced

to perform something at the sacrifice of sleep･ The Ptolemaic concept has been altered by

copernicus into the heliocentric concept･ The former concept sets human beings at the cen-

ter of the system, but the latter sets the sun or the nature at the center･ Most people know

that the earth rounds the sun but they still have believed that human beings are at the cen-

ter of everything, probably under the influence of Descartes･ To consider sleep of children

must be a clue to alter this old concept into the true heliocentric concept where human be-

1ngS are Setting at a part of nature and basic behavior of animals including sleep should be

paid more attention.
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はじめに

子どもの睡眠,というテーマをいただいた｡

そこで子どもの睡眠の生理や病理を概説するべ

きと考えた｡しかし筆を進めるに従い,今日本

の多くの子どもたちが抱えている睡眠関連疾患

名は｢Sleep healthからの逸脱｣ (国際分類に

従えば不適切な睡眠衛生)であることに思い至っ

Child sleep: A clue to alter a paradigm on human beings
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た｡この疾患に対する治療法は適切な睡眠衛生

Sleephealthの提供,すなわち朝日の受光,壁

間の活動,夜間の受光の回避,規則的な食事,

眠りを妨げる物質(カフェイン,アルコール,

ニコチン)や環境(過剰なメディア接触)の回

避に尽きる｡しかし今や夜の闇はメディアと塾

の狭間で子どもたちの周囲からは押しやられ,

その結果彼らは朝になってもなかなか目覚める

ことができない｡昼間に公園で遊ぶとうるさい

と怒鳴られ,その結果夜になっても疲れず,眠

ることができない｡つまり,たしかに睡眠は生

物学的な生理現象であり,そこには病理も存在

しようが,今問題となっているのは,生理現象

に対する社会的要請の挑戦や攻撃である点に思

いが至ってしまった｡そして人々は睡眠の生物
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学的側面に敢えて目を向けないかのように振る

舞い,社会的要請からの挑戦や攻撃に相対して

いるように見える｡そして当然ながらその挑戦

や攻撃は子どもたちにも及んでいる｡生物学的

に無防備な子どもたちを庇護すべき大人たちが,

ヒトは動物であることを無視し,人間に不可能

なことはない,とでもいうような根拠のない自

信を振りかざし,その論理を子どもたちにまで

半強制的に行使,その結果社会的要請からの挑

戦や攻撃に子どもたちが晒されている,と感じ

られてならない｡しかしヒトの身体はもっとも

身近な自然だ｡ヒトの身体という自然にはまだ

まだ未知の点が多数ある｡にもかかわらず,身

体のことはすべてわかったような,香り高ぶっ

た大人たちの中で,身体が自然であることを無

視させられているのが今の日本の子どもたちで

あり,その結果犠牲にされているのが動物とし

てのヒトの基本的生理現象のひとつである眠り

ではないか,と考えるにいたった｡子どもの眠

りを考えるには,大人の眠りに対する考え方の

分析が不可欠である｡大人が眠りを疎かにして

いる限りは,さらに言えば大人がと卜を動物と

認めない限りは,子どもの眠りは守られはしな

い｡本稿では日本の大人の眠りに対する認識の

現状を踏まえ,今後子どもの眠りを守るために

必要と筆者が考える価値観の変革について述べ

る｡

睡眠不足の影響
I

ヒトは寝て食べて出してはじめて脳と身体の

働きが充実した活動が可能となする昼行性の動

物だ｡しかし今この生存の本質ともいうべき条

件が脅かされている｡ ｢寝る間を惜しんで仕事

をしなければならない｣ ｢忙しくて寝る間もな

い｣は日常よく聞くフレーズだ｡しかし少し考

えてみれば,あるいは多くの方が自らの経験か

ら,これらのフレーズが正確ではないことは容

易に理解できよう｡

近年の研究報告からも眠らずにいることでの

心身への悪影響が示されている｡エポックメ-
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キングだったのは, 1999年に発表されたシカ

ゴ大学の実験結果であろう(Spiegelら, 1999)｡

彼らは眠りの心身に与える影響を見る目的で,

従来の寝せない実験ではなく,ある意味寝せる

実験を行った｡ 1日の睡眠時間を4時間に制限

し, 7日目の朝に様々なデータを摂り,そのデー

タを同じ方が8時間あるいは12時間寝た時と

比べたのだ｡ 4時間睡眠で1週間という状況は,

多くの方も経験されたことがあろう｡ 4時間睡

眠を1週間続けると,朝の血糖値が高くなり,

交感神経系の緊張が高まり,ステロイドホルモ

ン分泌の午後の低下が少なくなることをこのグ

ループは明らかにしたのだ｡論文の結論は,睡

眠時間を減らすと老化が促進する,であった｡

この結果は睡眠時間を減らすと生活習慣病の危

険が高まる,と言い換えることも出来よう｡こ

のグループはその後も検討を重ね,慢性の睡眠

不足が肥満と糖尿病をもたらすことも示した

(Spiegelら, 2005)｡さらに睡眠不足ではイン

フルエンザワクチン接種後の抗体価の上昇が

不良となり(Spiegelら, 2002),風邪ウイル

スへの感染も生じやすくなること(Cohenら,

2009)も実証されている｡本邦の小児でも睡眠

時間が短い状態が続くことで血圧が上昇する事

が指摘されている(藤内ら, 1995)｡寝不足は

万病のもとと言えよう｡

睡眠不足と脳機能との関連では,睡眠不足が

アルツハイマー病を引き起こす可能性が指摘さ

れている(Kangら, 2009)｡アルツ-イマ-

病では,脳内にアミロイドベータ(Aβ)が蓄

積するが,遺伝子操作でアルツ-イマ-病にか

かりやすくしたマウスの脳内で, Aβが起きて

いる時に増え,睡眠中に減ることが観察された

という｡認知機能に関しては, 4時間睡眠が7

日続くと2-3日徹夜したと同程度にまで低下す

るという報告.(VanDongenら, 2003)や, 17

時間起き続けていると血中アルコール濃度

0.05%程度(ほろ酔いレベル)にまで低下する

という報告(Dawsonら, 1997)もある｡労働

安全衛生総合研究所の高橋正也博士は｢飲むな
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ら乗るな,とはよく言われますが,寝てないな

ら乗るな,あるいは乗るなら眠れ,は全く言わ

れていません｡でももっと深刻に指摘されるべ

き事柄だと思います｡｣と指摘している｡また

眠らないとひらめきも悪くなる(Wagnerら,

2004)｡睡眠時間が少ないと学力も低い,とい

うデータも数多く報告されている(Wolfson

ら, 1998)｡さらに睡眠不足では気分等精神面

にも悪影響が出る(Dingesら, 1997)が,そ

の背景となる脳内メカニズムを説明できそうな

知見も報告(Yooら, 2007)されている｡詳

しく見よう｡扇桃核は情動反応に重要な役割を

果たしていることが知られており,青班核は橋

にあって,ノルアドレナリンという神経伝達物

質を作るニューロンが視床下部,大脳辺縁系及

び大脳皮質に神経線経を送っているが,サルで

ここを電気刺激すると,不安･恐怖状態が惹起

される｡通常の非断眠状態では扇桃体と前頭前

野との機能的結合が強いが,断眠状態では扇桃

体と青斑核との機能的結合が強まるという｡そ

して嫌な気分を惹起する絵を見せたときの扇桃

体の反応を断眠状態とそうでないときとで比較

すると,断眠状態では活性化する扇桃体の範囲

が広がり,活性も高まるのだそうだ｡つまり睡

眠不足では1.前頭前野と扇桃体との結びつき

が弱まる｡ 2.扇桃体の働きが強まる｡の二つ

の事が生じ,つまりは睡眠不足では前頭前野が

担っている衝動性を抑える機能が発揮されにく

くなり,これが｢キレ｣ることと関連している

のではないかと推測されている｡睡眠不足は脳

のリスクと言えよう｡

さらに睡眠不足は様々な重大事故(1979年3

月のスリーマイル島原発事散, 1986年1月の

スペースシャトル･チャレンジャー爆発, 1986

年4月のチェルノブイリ原発事故, 1989年3

月の石油タンカー･パルディ-ズ号原油流出事

故等)の原因でもある｡ただしその認識は決し

て十分ではない｡なお眠りを貯めること(寝だ

め,あるいは貯金ならぬ貯眠)はできない｡し

かし日々の眠りの不足という負債(借金ならぬ

借眠)は次第に貯まる｡そして貯まった負債の

返済は可能,と考えていた｡ところが借眠をす

ること自体が問題,という気になるデータもあ

る｡作業能力の指標として｢視覚刺激に対する

見落とし回数｣を使用,視覚刺激が提示されて

から0.5秒たっても反応できなかった場合を見

基1 2　3　4　5　6　7 i 2　3

芸　　美挙∃　　巨竜≡

基準日(睡眠8時間)､実験日(各条件の睡眠時間)､回復日

(睡眠8時間)｡縦軸は視覚刺激が示されてから0.5秒たって

も反応できなかった(見落とし)回数を表す

1 2 1 2　3　4　5 1 2　3

淫緒韓軍籍

基準日(睡眠8時間)､短縮睡眠日(睡眠4時

間)､回復日(睡眠8時間)

図1睡眠時問と作業能力
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落としとしてカウントする実験を1日の睡眠時

間を変えて行った実験結果に注目したい｡睡眠

時間が短くなるにつれ,見落とし回数は増える｡

これは感覚的にも理解できる｡ただ興味深いの

は,睡眠時間を8時間に戻した回復日でも,見

落としの回数が基準日のレベルにまで戻ってい

ない点だ(Axelssonら, 2008, Belenkyら,

2003) (図1)｡貯まってしまった借眠のツケは,

寝ればすぐに戻る,わけではないようなのだ｡

借眠をしないことが何より大切と言えそうな結

果だ｡

日本社会と睡眠

このように最新の科学も眠りの重要性を指摘

しているにもかかわらず,日本では眠りが疎か

にされている｡ NHK国民生活時間調査による

と,日本人の睡眠時間は過去45年間で51分減

少し, 1995年からは減少幅も縮小,これ以上

減らすことが出来ない生理的限界に近付いてい

る(図2)｡にもかかわらず,日本は週50時間

以上労働している就業者の比率が世界で唯一,

25%を超えている残業立国だ｡ある官庁の方か

ら残業について伺った事がある｡特に国会会期

中の残業だが,これには議員の方の質問に対す

る対応が相当部分関係するのだそうだ｡議員の

方はあらかじめ国会質問を提出するのだそうだ

が,中には質問の前の晩遅くの質問提出もある｡

すると官僚の方はそれから徹夜で答弁書を作成

するのだそうだ｡こう申しては優秀な官僚の方

に失礼かもしれないが,日本の国会で読み上げ

られている答弁書は,冷静な理性あるいは明噺

な頭脳というよりは,どちらかというと気合い

と根性で作成されているというわけだ｡そして

そのような徹夜の作業を官僚の方はやりがいの

ある仕事と意気に感じてもいらっしゃる,とい

うのだ｡実際文部科学省の方が私に｢早寝早起

き朝ごほん運動｣への協力要請をされた際のメー

ルの発信時刻は夜中の2時であった｡官僚をは

じめとする日本の多くの働き手が,骨の髄まで

｢残業が美徳｣という前時代的な発想に染まり

きっているのであろう｡意識改革が急務だ｡な

ぜならば,労働生産性の世界比較では, 2007

年,日本の順位は先進7カ国で最下位, OECD

加盟30カ国中20,位となっているからだ｡日本

人は睡眠時間を削って残業をし,きわめて効率

の悪い仕事をしている,とまとめざるをえない｡

心を穏やかにする作用があると考えられてい

る神経伝達物質-セロトニンーの働きはリズミ

出典:国民生活時間調査より

図2　日本人の睡眠時間の経年変化
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カルな筋肉運動で高まる(Jacobsら, 1993)｡

夜ふかし朝寝坊,時差ボケ状態や睡眠不足では

元気が出ず,リズミカルな筋肉運動どころでは

なくなり,セロトニンの働きが高まらないこと

が懸念される(神山, 2010)｡そして脳内のセ

ロトニン濃度が低いときには,短期の報酬予測

回路がより強く活動(Tanakaら, 2007)し,

実際に衝動的に目先の報酬(20分後の20円よ

り, 5分後の5円を求める)を選びがちになる

(Schweighoferら, 2008)という｡睡眠不足

がセロトニン低下を解して日本人に将来予測を

困難にさせている可能性も考えられるわけだ｡

日本の子どもたちの睡眠

このように眠りが疎かにされている日本では,

当然だが子どもたちの眠りにもしわ寄せが及ん

でいる｡ 0-36ヵ月児を対象に世界17の国や地

域の29287名を対象に行われた調査で,日本の

子どもたちは昼寝の時間も, 1日の合計の睡眠

時間も世界最短であることが明らかになった

(Mindellら, 2010)｡また子どものからだと心

自書2009によると, ｢子どもたちがすぐに疲れ

たと言うことが増えている｣と感じている保育

士,幼稚園教諭,小学校養護教諭,中学校養護

教諭,高等学校養護教諭はいずれも65%以上

に達している｡ 2005年の東京都養護教諭研究

会調べで3-4時間目の授業中に眠くなるかと尋

ねたところ,小学校高学年では男児の50%,

女児の60%,中学生では男子の70%,女子の

80%が眠くなると答えている｡ 3-4時間目と言

えば10-12時｡ヒトという昼行性の動物の覚醒

度が最も高くあってしかるべき時間帯だ｡さら

に2006年に全国養護教員会が小中高で行った

調査結果によると,寝不足だと思うか,という

問いに-イと答えたのは,小学生で約50%,

中学生で約60%,高校生で約70%に達してい

る｡子どもたち自身が眠りを疎かにせざるを得

ない状況に追い込まれている｡子どもたちは

｢寝る間を惜しんで○○しろ!｣という行動規

範に洗脳されている｡眠りとは活動するために

やむを得ずとらなければならない行動,できる

ことならばなしで済ませたい行動,となってし

まっている｡これは｢寝て食べて出して活動す

る｣という動物の基本原理からの逸脱だ｡ヒト

は寝て食べて出してはじめて脳と身体の働きが

充実した活動が可能となする昼行性の動物だ｡

そして寝ること,食べること,出すこと,脳と

身体が活動することは動物の基本的生理現象で

あるからしておそらくは,これらの生理現象に

は快が伴う｡しかし動物の基本的行動原理から

逸脱した人間は快を知らない｡充実した活動の

ためには,快の追及が必要なのではないだろう

か｡ただし注意すべきは,眠食排働の4つは極

めて密接に結びついている点だ｡快食の必要条

件は快眠快便快働で,快便の必要条件は快眠快

便快働で,快働の必要条件は快眠快食快便だ｡

そして当然だが快眠の必要条件は快食快便快働

となる｡昨今食あるいは働のみを集中して取り

上げている風潮を感ずるが,これは眠や排の軽

視に繋がる危うさを感ずる｡そして眠食排働の

4つの快の追及こそが,子どもの眠りを守るた

めのキーワードになるのではないかと感じてい

る｡

天動説から地動説へ

いや人間という存在は動物とは異なる存在だ,

人間を動物だなどと定めてはいけない,快を求

める人間などとんでもない,という指摘もあろ

う｡しかしこのような考え方は思い上がり,香

り以外の何者でもなかろう｡人間至上主義であ

る天動説の時代の発想だ｡いまや地動説を疑う

者はいないにも関わらず,実に多くの方が未だ

天動説的人間至上主義から抜け出ることができ

ていない｡コペルニクスは,地球が太陽の周り

を回るという地動説を唱えた｡しかし彼以前の

人々は,地球の周りを太陽が回っている,とい

う地球中心,人間中心の天動説を信じていた｡

この点でいえば,地動説は,太陽中心の哲学,

自然中心の哲学と言えよう｡コペルニクスの没

後50年以上を経て生を受けたにもかかわらず,
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デカルトは｢コギト･エルゴ･スム｣と思惟す

る人間が神であると述べている｡ちなみに有名

な｢我思う,ゆえに我あり｣コギト･エルゴ･

スムcogitoergosum (ラテン語)とは,デカ

ルトと親交のあったメルセンヌ神父によるラテ

ン語訳とのことだが,要するにデカルトは,人

間中心の近代哲学を展開したのだ｡そしてこの

哲学の背景には自然征服への欲求があり,これ

は自然崇拝とは相反する,という指摘がある｡

梅原猛氏(2008)の指摘だ｡梅原氏は｢今こそ

デカルトに端を発した人間中心の近代哲学を,

自然中心,太陽中心の哲学に転換させなければ

ならない｣と説いている｡デカルトの考え方は

今も深く人々に影響している｡最も身近な自然

である身体を,頑で征服しようとしている現代

人はまさに人間中心の哲学に染まり切っている

と言えよう｡しかし考えてみれば当然だが,考

えなくとも生物としてのヒトは存在する｡デカ

ルトの考え方はまさにコペルニクス以前の天動

説そのものであろう｡

1879年10月21日エジソンが白熱電球をは

じめて灯した｡当時の人々はこれで人類は24

時間いつでも活動できると,率直に喜んだに違

いない｡自然がもたらした夜の闇に対する人類

の勝利と映ったに違いない｡これが現在に連な

る24時間社会の第一歩だ｡しかし今私たちは

夜の闇の重要性を次々に知り始めている｡夜の

明るさは生体時計と地球時間とのずれを拡大さ

せ,メラトニンの分泌を抑え,場合によっては

生体時計の機能を停止させてしまう(神山,

2010)のだ｡前頭葉が生む知恵は大切だが,前

頭葉は脳幹部や生体時計が存在して初めて創生

された脳の機能的構造だ｡前頭葉の生む知恵は

自然の摂理と矛盾してはならない｡ただどうも

最近の知恵は,朝の光を必要とし,夜の光をよ

しとしない生体時計の性質と折り合いがついて

いない知恵,浅知恵が多すぎるのではないかと

危慣する｡これらの浅知恵こそが生理現象に対

する社会的要請の挑戦や攻撃の本体であろう｡

民族学者宮本常-氏は1978年に次のように

記している｡ 『その長い道程の中で考えつづけ

た一つは,いったい進歩というのは何であろう

か｡発展とは何であろうかということであった｡

すべてが進歩しているのであろうか｡ (中略)

進歩に対する迷信が,退歩しつつあるものをも

進歩と誤解し,時にはそれが人間だけではなく

生きとし生けるものを絶滅にさえ向かわしめつ

つあるのではないかと思うことがある｡』脳幹

部や生体時計と折り合いのつかない浅知恵は,

人間が動物であることを放棄することを求めて

いるとさえいえるわけで,とても進歩とはいえ

ない内容であろう｡夜の明るさが生体時計に与

える悪影響は,浅知恵をふりまわす人間に対す

る自然からの報復かもしれない｡今こそデカル

トによって大復古させられたコペルニクス以前

の天動説,エジソンとともに歓喜した人間中心

の考え方を転換させ,身体の基本原則(自然)

を中心に据えた考え方(哲学?)にしなければ,

人類や地球の未来はないであろう｡分子生物

学者の福岡伸一氏も文聾春秋2010年2月号の

｢10年後の日本｣復活のシナリオ,を『私たち

に必要なのは数値目標ではなく,生命観･自然

観をめぐるパラダイムの転換である｡』と結ん

でいる｡福岡氏が指摘するパラダイムの転換も

またコペルニクスや梅原氏の主張と重なる｡ヒ

トは周期24時間の地球で生かされている動物

に過ぎず,その身体はもっとも身近な自然だ｡

人間の時代からヒトの時代へ

日立製作所役員待遇フェローである脳科学者

小泉英明氏(2010)は, ｢神経接続は報酬系に

よって加速され,報酬予測が行動動機となって

適応が進むのが生命であろう｡｣ ｢生存確率が増

大する方向に本能的に近づくシステムが｢快｣

即ち報酬予測系である｡｣ ｢周囲環境の危険から

遠ざかるために本能的に忌避するシステムが

｢不快｣であろう｡ ｢快･不快｣は生存を担保す

るための羅針盤｣さらに｢学習の背景は報酬系｣

と述べている｡

｢我々は人間の集団を生物の次元で考えねば
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ならない時代にきている｡｣これは司馬遼太郎

氏がその著書『人間の集団について』のなかの

｢"普通人''の悲惨さ｣の項で述べている一節だ｡

これに続くのは｢それが十九世紀のひとびとが

思った人間の崇高さや高貴さをおとしめるもの

ではなく,むしろいまとなっては,逆に人間の

状況を破壊から救いだす唯一の拠点といえるか

もしれない｡われわれが処理しがたくなった巨

大な消費文明の排浬が人間を腐らせつつあるこ

とから救いだすのも生物学的拠点からであろう

し,反体制運動が,政治学的世界よりもむしろ

生物学的世界になってしまっていることを冷静

にみとめる次元もそうである｡｣

またニーチェも言っている(以下はディスカ

ヴァ一･トゥエンティワン出版,超訳ニーチェ

の言葉,自取春彦(翻訳)からの引用)｡

114,人間の自然性を侮蔑しない:人間と

自然｡こういうふうに対立させてみると,

人間と自然は相容れないものであるかのよ

うだ｡しかし,人間は自然の中に含まれる

ものだ｡人間もまた自然の一つなのだから｡

したがって,わたしたちが持っている自然

的性向は,もともと侮蔑すべきものではな

いと言える｡社会的な上品さを強調したが

る人たちが強く主張しているような,人間

性を歪めるものでもないし,恥じるべきも

のでも,人間的でないものでもない｡わた

したちは誰もが自然そのままであり,当然

ながら自然の本性を持っているものなのだ｡

176,本能という知性が命を救う:食事を

しないと,体が弱り,やがて死ね｡睡眠が

足りないと,四日程度で体が糖尿病と変わ

らない状態になる｡まったく眠らないでい

ると,三日目から幻覚を見るようになり,

やがて死を迎える｡知性はわたしたちが生

きていくのを助けてくれるが,わたしたち

は知性を悪用することもできる｡知性はそ

の意味で便利な道具と同じだ｡そしてわた

したちは,本能を動物的なもの,野蛮なも

のとみなしがちだが,本能は確実にわたし

たちの生命を救う働きだけをする｡本能は

大いなる救済の知性であり,誰にでも備わっ

ているものだ｡だから,本能こそ知性の頂

点に立ち,最も知性的なものだと言えるだ

ろう｡

230,感覚を愛しなさい:感覚や官能を,

下品だとか,偽りだとか,脳の化学的反応

にすぎないとか言って,自分から無理に遠

ざけてしまわないように｡わたしたちは,

感覚を愛してもいいのだ｡感覚はそれぞれ

の程度で精神的なものになるし,人間は昔

から感覚を芸塾化し,文化というものをつ

くってきたのだから｡

人間を自然に相対する存在と位置づけたデカ

ルト的価値観から脱し,ヒトは寝て食べて出し

てはじめて脳と身体の充実した活動が可能とな

る昼行性の動物であるという原点に立ち返り,

価値観の大転換,すなわち真の意味で,天動説

から地動説にパラダイムを変革させる必要に迫

られている時代が現代であるに違いない｡快を

子どもたちに教え,その本能的官能を生きるエ

ネルギーの原点と自覚する,ヒトを含む自然中

心の地動説を,人間中心の天動説に取って代わ

らせなければ次世代の活躍は期待できまい｡浅

知恵の人間の時代から,ヒトを自然の中に数あ

る生命体のひとつに過ぎない存在であると認識

する時代への価値観の変革である｡この変革の

きっかけに｢眠り｣が,さらにいえば子どもの

眠りが大きな役割を果たすのではないかと筆者

は期待を寄せている｡

おわりに

動物の基本的生理現象を無視した社会的要請

の理不尽さを述べ,身体こそがもっとも身近な

自然であることと,ヒトは寝て食べて出しては

じめて脳と身体の充実した活動が可能となる昼
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行性の動物であることの再確認が,子どもの眠

りを守るため,すなわち人類と地球の存続には

急務であることを述べたつもりだ｡

人間が幸福になるための自然と人間の関係に

ついて尋ねた統計数理研究所の国民性調査結果

が, 2009年9月5日付の朝日新聞に引用され

ている｡ 1953年には自然を利用しなければな

らない41%,自然に従わなければならない26

%,自然を征服してゆかねばならない23%で

あったのが, 1968年には自然を利用しなけれ

ばならない40%,自然に従わなければならな

い19%,自然を征服してゆかねばならない34

%となった｡しかし2008年には自然を利用し

なければならない38%,自然に従わなければ

ならない51%,自然を征服してゆかねばなら

ない5%,となっている｡人間と自然,という

対比がしばしばなされている｡しかしヒトは自

然の産物であり,自然の一部である,という考

え方も徐々に浸透しつつあるようだ｡今後に期

待したい｡
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